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2008 年  08 月  12 日  

熊野の旅 神域の涼 名玉 ダゴール  

 猛暑ともいえるこの時期に一枚の写真を撮りに『産田神社』に言ってきました。 
 １９３０年代製のレンズのテストです。 
 普通で言えば、骨董品、博物館物でしょうが、レンズの世界では決してそうでは無

いのです。 
 １８９４年の開発されたこのレンズの構成は２０世紀にはいってもずっと作られ、

今でも『名玉』とされる物です。 
 有名な『テッサー』の１０年前に発明された、ドイツ・ベルリン・ゲルツ社の『ダ

ゴール』と言うものです。 
 写りのほうは下の写真をクリックして大きな写真でご確認ください。 

 
 被写体は『産田神社』の『御神木』です。 

 
 産田神社の入り口、鳥居のそばで迎えてくれる大木はそれだけで『神』らしきもの

を感じさせてくれます。 
 そしてさほど広くない、村の鎮守様程度の広さしかない神域でも、そばを流れる『産

田川』の川風と一緒になって、心地よい涼しさを感じさせてくれます。 

 
 今年は蝉が少なかったそうです。 
 昼下がりに三脚を立てて写真を撮っていても、うるさく騒ぎ立て、聞く者を暑くす

る蝉の声は確かに少なかったです。 
 これからは『ヒグラシ』の季節ですが、あの少しさみしげな声も今年は少ないので

しょうかね？ 

 
 カメラは  クラウン・グラフィック+ダゴール 
 フィルム・・・トライ X 絞りｆ16 シャッター1/50 D76 二倍希釈現像 
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2008-08-12 12:19  



2008 年  08 月  13 日  

熊野の旅 見通しがよくなった・・・松本峠  

 我が家の庭から国道４２号線に出たところから、『世界遺産・熊野古道・松本峠』

が見えています。 
 先日、ふと見ると、松本峠を包んでいた杉桧の山の伐採が始まっていました。 
 たしか、熊野古道に指定されると最低でも 50ｍ幅で山林の伐採も出来なくなる規

定があったように思うのですが… 
 だから、尾鷲では山主が事実上無断での指定に抗議して、自分の山の木や岩に書き

込みをして話題になったのです。 
 そちらはまだ解決していないでしょう。自分の山が自分の物でなくなるって事なん

ですからね。そうでなくても、山林を伐採してもかつての 1/10…木が悪いと 1/20
と言う価格にしかならないのに、切ることも出来なくなるってことなんです。 
 出材作業も熊野古道優先で、それまでは単なる山道で山林管理にしか歩かなかった

所でも、恐る恐る使わせていただく形になったのです。 

 
 悪法でも法は法である…と、ギリシャの偉い人が言ったとか… 
 なのに、写真のように、完全に丸裸になりました。 
 黄色い線の所に『熊野古道』が通っているはずなのです。 
 つまり、熊野古道のそばまで全く木を残すことなく伐採したわけですね。 
 熊野の中心部、木本町、国道４２号線から丸見えのところで、ここまで伐採がなさ

れるってことは… 
 世界遺産の管理なんて実にいい加減な物なのですね。 
 ここには市役所も県事務所もあるし、警察署もあります。新聞社も地元紙が 2 紙あ

るし、NHK の駐在員も居ます。 
 でも、素通りしちゃいましたね。 
 確か最初は、熊野古道脇の二列くらいの木は残されていたように見えたのですが、

今は完全に裸ですね。 

 



 私も林業家のはじくれとしては、この世界遺産などと言うものの指定の仕方には疑

問があるし、実に迷惑な話なのですが、指定されちゃったら従わざるを得ないでしょ

うね。 
 現場へ行くのには日当たりが良くなって暑そうなので先延ばしして、無精者らしく

庭先からの写真で現状報告しておきます。 
 邪魔をする木が無くなって、松本峠の下り道には、『七里御浜・浜街道』から遠く

の『熊野三山のお山』がずっと見えるようになりました。 

 
 この山林の樹齢は道の脇の古杉を除けば 60 年余りだったでしょうね。 
 つまり、戦後すぐ位にも一度そっくり坊主になっていたということです。 
 そして、山主が植林し下刈りをして育ててきた物なのです。黙って勝手に育った木

ではありません。 
 今、伐採しても、植林から育林への費用とその何十年もの投資にたいする元本+利

息どころか、元本すら回収できないのが現状です。 
 だから、何も手当てをしないで『世界遺産』に指定したからって、個人の人工林の

伐採まで制限しようと言うことが間違いですよね。 
 場合によっては、世界遺産のため、収入の道を絶たれ、破産しろってことですから

ね・ 
 今の時代ですから、この後に植林がなされることは無いと思います。 
 いや、今回切ったお金で植林することは不可能でしょう。 
 つまり、自然の雑木山に戻ってゆくのではないかと思います。 
 20 年もするとそれなりの林相になり 50 年も経てばうっそうとした照葉樹林にな

るでしょう。 
 その方が自然なのですから、良いことをしているのかもしれません。 

  
Tags:世界遺産 熊野古道 熊野市       by je2luz | 2008-08-13 13:00  

 

 

 

 

2008 年  08 月  14 日  

熊野の旅 七里御浜と日常生活  

 今日は下の写真のように二階のベランダにずらりと布団を干しました。 
 花火の前に子供たちが帰ってくるのでその準備です。 
 真夏の晴天ですから裏表、一時間ずつも干すと完全乾燥になりそうです、 

  
 田舎では盆正にこうして布団を干す光景が良く見られます。 
 普段は押入れにある布団をこうして干して帰省する人に備えるのです。 
 客が帰ってからももう一度干して、次に来る時までで保管します。 

 
 ここ木本ではこのように布団を干すのは『浜』ですることが多かったのです。 



 古い町場の家は平屋ですからベランダなんて無かったですし、たくさんの布団を乾

かすのは、浜の砂利の上に並べるのが一番効率がよいですからね。 
 今のように、町並みと浜が国道なんかで分断されていませんでしたから、布団を担

いで行くのも楽だったのです。 
 更に、浜が今よりずっときれいでした。 
 砂利がたっぷりあって、泥っ毛など全然無かったですからね。 
 今の浜は砂利が減って、下の泥が混じっています。 
 それに、やたらと増えた犬の散歩で糞は無くても気分的によくないですね。 
 昔は布団だけでなく、シーツ、敷布を干すのも浜に広げました。糊をした敷布が浜

のあちこちで広げられていた物です。今ではほとんど見かけなくなりましたね。 

 
 昔の人は眼一杯浜で乾かしたので、干したその日など、布団が熱くて寝れませんで

したね。 
 おまけに、敷布も寝巻きも糊がしてあり、日焼けした背中が痛くて… 
 今では、あんなふうにぽんと置いたら立つほど糊の利いた敷布や浴衣は見かけませ

んね。 
 目の前に広がる七里御浜もこうして浜筋の人の日常生活から離れていっているよ

うです。 
 山間部では川原の大きな岩盤（なべら）に貼り付けて敷布を乾かした物ですが、そ

の光景もなくなっていますね。 
 どこでも、自然とのふれあいが減っているようです。 

 
Tags:熊野市 七里御浜 昭和            by je2luz | 2008-08-14 11:14 

 

 

 

 

2008 年  08 月  15 日  



熊野の旅 お盆の終りは？  

 お盆と言う物はどうもはっきりしない物です。 
 お盆に入るのは 7 日らしいです。 
 しかし、この日にお盆の行事が始まるのは、『初盆』の家だけに近いです。 
 普通の家では 13 日に迎え火を焚いて先祖の霊を迎えてからです。 
 そして、15 日にお寺で『施餓鬼』などがあって、夕方送り火を焚いてご先祖様を

送り返してお仕舞いです。 
 ご先祖様は『二泊三日』の里帰りをするわけです。 
 しかし… 
 初盆の灯篭を焼く日がバラバラなのです。 
 15 日には焼きませんね。 
 地域によって 16 日とか、木本は 17 日の花火の日が灯篭焼きですし・・・ 
 これが終わらないと、初盆の家ではお盆が終わらないのです。 

 
 木本では灯篭焼きは 17 日…花火が伸びると灯篭焼きも延びてしまいます…なので

すが、もう一つ灯篭流しもあるのです。 
 15 日の真夜中に初盆灯篭を海に流すのです。 
 外海の熊野灘に流すので、筏を組み、若い衆が泳いで沖に押し出します。 
 折りしも『土用波』の季節です。台風が接近している時もあります。 
 非常に危ない行事ですね、 
 以前に、近所の初盆灯篭を流しに出た若い衆の中に沈みかけて大変なことになりか

けたこともあります。 
 暗い海の上ではすぐ隣りで沈みかけても全く見えませんからね。 
 この習慣はやめたほうが良いと思うのですがね。 
 何しろ、今の若い人はここの海で泳いだことは無いのですからね。 
 プールとか安全な海水浴場とかしか知らないのですから、夜の木本の海は危険すぎ

ます。初盆の灯篭を流しに行って、来年の初盆の仏様を作ったのでは・・・ 

 
 盆踊りも、最近では毎晩毎晩…と言うことはなくなりましたが、はっきりいつまで

と言う決まりも無いようです。 
 なんだか、分かったような分からないようなのがお盆の行事です。 

 
 お彼岸しか『地獄の釜』は休まないのだそうですが、お盆に施餓鬼をして『餓鬼』

に届くのでしょうか？ 
 『悪い事をしたら地獄に落ちる』のだそうですが、ご先祖様って全部極楽にいるの

でしょうかね？ 
 それとも、仮釈放で帰ってくるのでしょうか？ 
 偉い坊さん？偉くない坊さん？がいったのか言わなかったのか…矛盾だらけです。 



 
Tags:熊野市 モノクロ        by je2luz | 2008-08-15 10:31 

 

 

 

 

2008 年  08 月  17 日  

熊野の旅 間もなく開演 熊野大花火大会  

 あと４時間で花火大会の開演です。 

 
 我が家の目の前に 『飛鳥 II』が大きな船体を現しています。 
 でかい船なのですぐそばに見えています。 

 
 もう一艘少し小さいのが来ていますが、船名の確認が出来ません。 
 パシフィック・ラインとかのようですが… 
 今年は『フジ』が来ていませんが、結構豪華客船がここの花火を見に来ます。 

 
 ちょっと天気が心配です。 
 夕立が来るのかも・・・ 
 我が家は屋根のあるベランダなので濡れないで見られますが、７万とも１０万とも

言われる見物客は大変です。 
 なんとか持ちこたえて欲しい物です。 



 
 
Tags:熊野大花火 熊野市 七里御浜        by je2luz | 2008-08-17 15:20 

 

 

 

 

2008 年  08 月  18 日  

熊野の旅 熊野大花火終了   

 
 熊野大花火大会も無事終了しました。 
 心配された夕立も、明るいうちにさっと降っただけで持ち直してくれました。 



 今年は日曜日の夜と言うことで、人出は少なかったですね。 
 夏休みをとった方でも、明日から仕事と言う人が多いでしょうからね。 

  
 朧月夜…雲間から十七夜・立待ちの月がこっそり顔を覗かせる天候でした。 
 残念ながら、風が少なすぎて煙がはけてゆかないので、鬼ヶ城の仕掛けなどは花火

が煙の中に開いているような状態でもったいなかったですね。 

 
 観客が少なかったのに、沖合いには一番先に来て一番良い場所を占領した客船『あ

すか II』の他に『パシフィック・ビーナス』と『日本丸』と三隻の客船が並びました。 
 お金持ちの人たちが多い、船からの花火見学ですが、まさに一等地での見物ですね、 
 場所取りは『あすか II』が毎年一番ですね。 
 別に格式順に並ぶわけではないでしょうが… 
 三尺玉の海上自爆は我が家から見るのと同じ距離くらいでしょうね。 
 片やただ対十数万とか数十万とか… 
 そういう計算すると、我が家の建物などはかなり元を引いたということですね。 

 
 人出が少なかった分、帰りの混雑も少なく、１２時までには国道が流れ始めていま

した。 

 

 
 来年の８月１７日は月曜日です。 
 観客は少ないでしょうね。ねらい目かもしれません。 
 おそらく『あすか II』は来年もツアーを組むと思います、出発地はこれまた、多分

『横浜』だと思います。 

 
 写真のほうはコンパクトデジカメの物です。 



 バルブモードも無い、暗いところだとシャッターを押して数秒後にシャッターが落

ちる旧式の物なので、なんともなりません。 
 まあ、こんな風に邪魔にならない程度にお月様も花火見物にこられていました。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火         by je2luz | 2008-08-18 10:57 

 

 

 

 

2008 年  08 月  19 日  

熊野の旅 川遊び 大又川  

 今年の夏は台風の接近も無く、土用波も割合とおとなしい状態で過ぎました。 
 おまけに、以前に比べ『大泊海水浴場』も人手が少なく、ゆったり遊べる状態でし

た。 

 
 この辺では海岸線では海で泳ぎ、山間部では川で泳いできました。 
 皆が自家用車を持つようになってからは、海の人が山の方の川に出向き、山の方の

人が降りてきて海で泳いだりすることが増えました。 
 今年のように、海が静かだと、ずっと海で遊べるのですが、例年だと、海水浴シー

ズンの中で何回かは台風の余波で『遊泳禁止』になります。 
 そんな時は、山の方の『大又川』が格好の遊び場になります。 
 台風が直接接近しない限り海のように何百キロも離れているうちから影響を受け

るなんてありませんからね。 

 
 『大又川』は熊野市と尾鷲市の境、『矢の川峠』のあたりを水源とする川です。 
 水源の山から国道４２号線にぶつかると、約 10Km ほど平行に流れます。そして、

今度は国道３０９号線沿いに吉野郡下北山村方向に進み、『叔母峰』を水源とする北

山川に合流します。 
 さらに、国道１６８号線にぶつかる所で『十津川』と合流し『熊野川』になって太

平洋に注ぐ物です。 
 流域に大きな町があるわけではないし、面積の 99％は山林の状態なので水が切れ

ると言うことはありません。 
 雨の後以外は急流と言うわけでもなし、源流に近いので大河でもなし… 
 『瀬』があり『小さな淵』があり…好みの遊びも出来ます。 
 魚は大きな物は居なくなっていますが、『ハエ』や『ウグイ』なら簡単な仕掛けで

誰でも釣れます。『浮き』だ『シズ』だなんていりません。 
 餌も現地調達で遊べるので子供も大人も楽しめる川です。 

 
 我が家では昔から時々私が育った実家の方に登っていって子供を遊ばせていまし

た。今では、帰省した子供がその子供を連れて、一度は必ずそちらに遊びに行ってい

ます。 



 『故郷』には『きれいな海水浴場』と『きれいな川』が結びついているようです。 
 この私の孫たちも埼玉育ちになりますが、『熊野にはきれいな海と川がある』とい

う観念が植え付けられるでしょうね。 

 
 川のそばに市の『公衆トイレ』も作られたところがあります。 
 一番水遊びに向いている場所で、水道もあるので、バーベキューの客も多いところ

です。 
 管理人も居ないので無料です。 
 そこそこきれいに使ってくれていますが、中には不心得なのが居て地元が困ること

もあります。 
『キャンプ・バーベキュー禁止』なんて看板が立てられないように、マナーを守っ

て欲しい物です。 
 不心得物のためにどれだけの遊び場を奪われてきたことでしょうね。 

 
 背景の道路が国道４２号線です。 
 交通の便のすごくよいところです。 
Tags:大又川 熊野市 国道４２号線      by je2luz | 2008-08-19 10:22  

 

 

 

 

2008 年  08 月  20 日  

熊野の旅 人口も通常に・・・  

 日本の田舎は、お盆と正月に人口が急増します。 
 いや…『してきました』と言うほうが正しいかもしれません。 
 昭和時代・戦後、一貫して田舎の若者は都会を目指しました。 
 最近になって、若者が流出するので…等と言いますが、流出する数は大幅に減って



来ています。 
 もはや、流出する若者が居なくなって来ていますから、絶対数は減りつつあります。 
 生徒数が半分とか 1/5 なんてざらなのですから当然の話です。 
 こうして、若者の流出が少なくなるとともに、里帰りする人の数も徐々に減ってき

ます。 
 私の先輩や同輩、そして少し下の年代位の都会に出て行った人たちは、田舎に帰る

足場がなくなってしまった人が多くなりました。 
 長男まで田舎を離れ、親が老いて亡くなると、家は空家になります。 
 昔なら、本家が健在でそこに押しかけてくるので、田舎は大変な賑わいだったので

すがねえ… 

 
 それでも、お盆と正月には田舎の人口は膨れ上がります。 
 そこで田舎の町の困った現象があります。 
 水道水の準備の問題です。 
 人口は過疎の一途をたどっていて、本来なら無理をして大量の水を配水出来るだけ

の施設を維持しなくて良いのですが、この一時的に２倍にも３倍にも膨れ上がる人口

用に用意だけはしておかなくてはならないのです。 

 
 お盆も正月も悪いことに渇水期です。 
 お盆は暑いので、それでなくても水の使用量は跳ね上がる時期です。 
 水道事業は陰に隠れて良く分からない自治体の仕事なのですが、結構財政的には大

変な所もあります。 
 老朽化した水道管の維持だって… 

 
 何はともあれ、他より少し遅れる、熊野のお盆の帰省ラッシュも終わりました。 
 今年は空梅雨から土用の日照りと続いたので、防災無線では『節水のお願い』が流

れていましたし、少し水圧の落ちる時があったくらいです。 
 昨日の夕方に数十ミリの夕立があったので庭や畑の水遣りもなくなりますし、人口

も通常に戻るので、『節水にご協力くださーい！』と言う放送が流れることも無いと

思います。 

 
 大量に残されたゴミもそろそろ焼却が追いついてくる頃です。 
 このゴミを一時的に溜め込むピットもこうした変動に耐えられるように設計しま

す。 
 人口増を見込んで大きいのを作るのなら楽しみもあるのですが、意外と気が付かれ

ない、田舎の自治体の悩みです。 
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2008 年  08 月  21 日  

熊野の旅 お盆も過ぎたし・・・  

 お盆が過ぎると秋は目の前です。 
 と、言うより、少し田圃のあるほうに行くと、もうすっかり秋です。 
 昔だと、まだ青い稲穂に朝露が付いた物なのですが、今では朝露が付く季節の前に

黄色く実った稲穂が頭をたれています。 
 田圃によっては稲が刈り取られてスッキリした光景になっているくらいです。 

 
 あきのたの かりおのいおの とまをあらみ わがころもでは つゆにぬれつつ 

 
 なんて天智天皇が読まれていますが、今の季節のこの地方の秋の田では『露に濡れ

つつ』なんてありませんね。 
 どちらかと言うと、『汗に濡れつつ』なんてむさくるしいことになりそうです。 
 地球温暖化以前に、稲の作付けが早くなり、品種も早生で日数の短縮もされたので、

すっかり季節感がずれてしまっています。 

  
 夏場、山の上で避暑をしていた赤とんぼが里に下りてきて、黄色い稲穂の上を乱舞

するのも秋の風物詩でしたが、トンボが群れる頃には半分以上の田圃が刈り取った黒

い田圃です。 
 さぞや赤とんぼも戸惑うでしょうね。 



 最近ではちらほらと赤とんぼが庭先で見られるようになりました。 
 こいつが多くなる頃には、真夏の主役だった『シオカラトンボ』が少なくなります

ね。農薬の量が一時期より減っているので、こうしたトンボなどは少し数が戻ってい

ます。 
 もっとも、『良い虫』、『かわいい虫』だけが増えたのではなく、『悪い虫』、『気持ち

の悪い虫』も増えています。良いような悪いような・・・ 

 
 先日、下の孫娘を載せたら、上が載っていなかったとクレームが出ました。 
 これは大泊海水浴場に流れ込む川の河口です。 
 この川にも小魚がうんと増えました。 
 不思議なことに、この川でも、大きな大又川でも、魚の数は増えてきたのに、大き

なのがいなくなりました。 
 何かが変わったのでしょうね。 
 つまり…まだまだ本当には回復していないってことでしょう。 
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